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1）  風力発電に係る環境影響評価


•  一部の自治体では条例対象

　　（福島県、長崎県、兵庫県　他）


•  条例対象ではない自治体 
　　⇒風力発電のための環境影響評価マニュアル


　　（NEDO）に基づき自主アセスを実施




1‐2） 調査項目


・騒音

　　明らかに影響が認められない場合を除き選定


・低周波音

　　環境保全のために特に配慮が必要な施設

　（学校、病院等）及び住宅に近接する場合に選定


・調査範囲

　  環境影響を受けるおそれがある地域（一般的には対象事
業実施区域及びその周辺、半径500ｍ前後の範囲内）


出典：「風力発電のための環境影響評価マニュアル(第2版)」

　（平成18年2月　独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構）




2） 騒音と低周波音の違い


出典：「よくわかる低周波音」（平成19年2月　環境省） 
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　３．騒音調査


1) 騒音調査方法


2) 環境基準


3) 騒音調査地点


4) 事前調査結果


5) 事後調査結果

６）事前、事後の比較


７）事後調査結果（風車からの距離）


８）騒音調査結果について 



3‐1） 騒音調査方法


・測定方法


　　騒音に係る環境基準について


　　　⇒JIS　Z　8731 環境騒音の表示・測定方法

　　　　 測定項目：等価騒音レベル


・測定器


　　JIS C 1502普通騒音計（検定制度有り）

・測定値の証明


　　計量法の対象⇒計量証明書




3‐2） 環境基準（騒音）


地域の類型

基　　準　　値


昼　　間
 夜　　間


ＡＡ
 ５０デシベル以下
 ４０デシベル以下


Ａ及びＢ
 ５５デシベル以下
 ４５デシベル以下


Ｃ
 ６０デシベル以下　
 ５０デシベル以下


（注）１　
 　時間の区分は、昼間を午前６時から午後１０時までの間とし、夜間を午後１０時から翌日の午前６時
までの間とする。


２　
 　ＡＡを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に静穏を要
する地域とする。


３　
 　Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。


４　
 　Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。


５　
 　Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域とする。


出典：「騒音に係る環境基準について」（平成10年9月30日　環境庁告示第64号） 




3‐3） 騒音調査地点


事前調査地点（○）


　Ｔ1,Ｍ2,Ｈ1,Ｎ1　（4地点）

○


○


○


○


事後調査地点（●）


　Ｔ1,Ｍ2,Ｈ1,Ｎ1,T2,T3,T4 

  M1,M3,H2,N2,A1,A2 

　（13地点）




3‐4） 事前調査結果（騒音）


調査地点 
(風車までの 

距離) 

時間 
区分 

風車設置前の調査結果 
(平成17年) 環境基準 

(B類型) 
通常時 強風時 

Ｔ1 
(350m) 

昼間 50dB 55dB 55dB 

夜間 42dB ※59dB 45dB 

Ｈ1 
(400m) 

昼間 42dB ※56dB 55dB 

夜間 42dB ※55dB 45dB 

Ｍ2 
(470m) 

昼間 39dB 52dB 55dB 

夜間 36dB ※59dB 45dB 

Ｎ1 
(680m) 

昼間 45dB ※59dB 55dB 

夜間 42dB ※53dB 45dB 

（※）を付した箇所は環境基準を超過。風雑音や波音の影響あり。 




3‐5） ① 事後調査結果（騒音：アセス地点）


・調査員を配置して、音源識別を実施

・（※）を付した箇所は環境基準を超過。

　　　風雑音、波音、犬の鳴き声等の影響あり。　


調査地点 
(風車までの 
距離) 

時間 
区分 

調査結果 環境 
基準 
(B類型) 

直近風車における 
平均風速 

1日目 2日目 3日目 1日目 2日目 3日目 

Ｔ１ 
(350ｍ) 

昼間 53dB 52dB 50dB 55dB 6.4m/s 1.2m/s 3.6m/s 

夜間 45dB 39dB 43dB 45dB 7.4m/s 1.2m/s 7.5m/s 

Ｈ１ 
(400ｍ) 

昼間 49dB 50dB ‐ 55dB 4.9m/s 3.8m/s ‐ 

夜間 ※46dB 41dB ‐ 45dB 5.5m/s 5.3m/s ‐ 

Ｍ２ 
(470ｍ) 

昼間 45dB 41dB 43dB 55dB 6.2m/s 1.2m/s 3.5m/s 

夜間 ※46dB 36dB 44dB 45dB 7.7m/s 0.6m/s 5.2m/s 

Ｎ１ 
(680ｍ) 

昼間 43dB 51dB 45dB 55dB 4.0m/s 4.3m/s 3.4m/s 

夜間 ※48dB 41dB 34dB 45dB 6.2m/s 7.7m/s 5.3m/s 



3‐5） ②  事後調査結果(騒音:追加調査地点)

調査地点 
(風車まで 
　の距離) 

時間 
区分 

調査結果 環境 
基準 
B類型 

直近風車における平均風速 

1日目 2日目 3日目 1日目 2日目 3日目 

Ｈ２ 
(250m) 

昼間 48dB 51dB ‐ 55dB 4.9m/s 3.8m/s ‐ 

夜間 45dB 40dB ‐ 45dB 5.5m/s 5.3m/s ‐ 

Ｍ１ 
(300m) 

昼間 54dB 49dB 49dB 55dB 6.4m/s 1.2m/s 3.6m/s 

夜間 ※57dB 44dB ※48dB 45dB 7.4m/s 1.2m/s 7.5m/s 

Ｍ３ 
(650m) 

昼間 49dB 48dB 48dB 55dB 6.3m/s 1.4m/s 3.6m/s 

夜間 43dB 40dB 41dB 45dB 7.8m/s 0.6m/s 4.4m/s 

Ａ１ 
(680ｍ) 

昼間 40dB 40dB 41dB 55dB 3.6m/s 4.1m/s 2.9m/s 

夜間 38dB 39dB 31dB 45dB 5.5m/s 6.5m/s 3.2m/s 

Ｔ４ 
(920m) 

昼間 48dB 45dB 47dB 55dB 6.2m/s 1.8m/s 4.0m/s 

夜間 40dB 38dB 42dB 45dB 6.9m/s 1.0m/s 7.6m/s 

Ｔ２ 
(950m) 

昼間 48dB 47dB 48dB 55dB 6.4m/s 1.2m/s 3.6m/s 

夜間 42dB 39dB 43dB 45dB 7.4m/s 1.2m/s 7.5m/s 

Ａ２ 
(1050m) 

昼間 43dB 40dB 40dB 55dB 3.6m/s 4.1m/s 2.9m/s 

夜間 35dB 38dB 30dB 45dB 5.5m/s 6.5m/s 3.2m/s 

Ｎ２ 
(1050m) 

昼間 43dB 44dB 43dB 55dB 4.0m/s 4.3m/s 3.4m/s 

夜間 40dB 43dB 37dB 45dB 6.2m/s 7.7m/s 5.3m/s 

Ｔ３ 
(1050m) 

昼間 47dB 44dB 45dB 55dB 6.4m/s 1.2m/s 3.6m/s 

夜間 40dB 38dB 41dB 45dB 7.4m/s 1.2m/s 7.5m/s 

・調査員を配置して、音源

　識別を実施。


・（※）を付した箇所は環境

　基準を超過。


　風雑音、波音の影響あり。




3‐6） 事前、事後の比較（騒音）


・調査員を配置して、音源識別を実施。

・（※）を付した箇所は環境基準を超過 。風雑音、波音、犬の鳴き声等影響あり。


調査地点 
(風車まで 
　の距離) 

時
間
区分 

事後調査結果 
風車設置前の 
調査結果 
(平成17年) 

環境 
基準 
(B類型) 

1日目 2日目 3日目 通常時 強風時 

Ｔ１ 
(350m) 

昼間 53dB 52dB 50dB 50dB 55dB 55dB 

夜間 45dB 39dB 43dB 42dB ※59dB 45dB 

Ｈ１ 
(400m) 

昼間 49dB 50dB ‐ 42dB ※56dB 55dB 

夜間 ※46dB 41dB ‐ 42dB ※55dB 45dB 

Ｍ２ 
(470m) 

昼間 45dB 41dB 43dB 39dB 52dB 55dB 

夜間 ※46dB 36dB 44dB 36dB ※59dB 45dB 

Ｎ１ 
(680m) 

昼間 43dB 51dB 45dB 45dB ※59dB 55dB 

夜間 ※48dB 41dB 34dB 42dB ※53dB 45dB 



3‐7） ① 騒音（事後調査結果：風車からの距離）


M1地点

波の影響有り


N1地点

犬の影響有り


M2地点

波の影響有り


H1地点

風雑音の影響有り




3‐7） ② 騒音（事後調査結果：風車からの距離）  
　　　環境基準超過の原因：M1地点


M1地点で

波の影響有り

（T1と比べて高い）


M1地点で

波の影響有り

（T1と比べて高い）


海




3‐7） ③ 騒音（事後調査結果：風車からの距離）  
　　　環境基準超過の原因：M2地点


M2地点で

波の影響有り

（T1と比べて高い）


海




3‐7） ④ 騒音（事後調査結果：風車からの距離）  
　　環境基準超過の原因：N1地点


犬の鳴き声




3‐7） ⑤ 騒音（事後調査結果：風車からの距離）  
　　環境基準超過の原因：H1地点


H1が風雑音のため
H2よりも高い




3‐8)  騒音測定結果について


•  風車設置前、設置後に騒音調査を実施し、調査
結果を比較した。


•  環境基準を超える場合があるが、複数の測点を
配置することにより、音源を推定できる。


　（今回の測定で環境基準を超えていた時は、波、風雑音、犬の鳴き声
であった）


•  環境基準を超えてない場合でも、風車の音を聞き
分けることは可能である。


•  今後も測定を定期的に行うことにより、風車音の
環境への影響の知見を深めていきたい。




４．低周波音調査


1) 低周波音調査方法


2) 参照値


3) 低周波音調査地点


4) 事前調査結果


5) 事後調査結果

６）事前、事後の比較


７）既存データとの比較


８）低周波音調査結果について 



4‐1）　低周波音調査方法


・低周波音

      低周波音の測定方法に関するマニュアル（環境省）

　　測定項目：G特性音圧レベル

　　　　　　　　　1/3オクターブバンド音圧レベル

　　マニュアルには「低周波音の測定で最も注意すべきは風の影響。風の強い日に無理に測定
してもデータが使いものにならない。」と記載されているが、風車を対象に測定する場合は風
雑音も含めて測定せざるを得ない。


・測定器

　　低周波音圧レベル計（検定制度無し）

・測定値の証明

　　計量法の対象外⇒計量証明書発行できない　




4‐2） ① 参照値（低周波音）


1～20Hzの超低周波音の人体感覚を評価するための

周波数補正特性


出典：「低周波音問題対応の手引書」（平成16年6月　環境省） 


表 1 低周波音による物的苦情に関する参照値

1/3 オク'-7 ' ，，'ンド

中心周波数 (Hz) 5 6. 3 8 10 12.5 16 20 25 31. 5 40 50 

1 /3 オH-7' ，，'ンド

音圧レベル(dB) 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 

表 2 低周渡音による心身に係る苦情に関する参照値

1/3 オ1J'J-7 'l' '1ド

中心開放数ωz) 10 12.5 16 20 25 31. 5 40 50 63 80 

1/3 オ?'J-7 'l' '1ド

音圧レベル(dB) 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 

G 特性音圧レベル L.92(dB)



4‐2） ② 参照値（低周波音）


出典：「よくわかる低周波音」（平成19年2月　環境省） 
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4‐2） ③　参照値　取り扱いの留意事項


出典：低周波音問題対応のための「評価指針」（平成16年6月　環境省） 


◆測定場所


◆留意事項


(2) 心身に係る苦情に関する測定場所

心身に係る苦情に関しては苦情者の住居などの問題となっている部屋の問題となっている位

置とする。 窓の開開条件は原則として窓を閉めた条件とする。

本参照値は、規制基準、要請限度とは異なる。

- 本書参照値は、都市計画法の用途地岐、騒音規制法等の地域指定と関係なく、低周波音によ

ると思われる苦情が寄せられた場合に適用寸る。

- 本参照値は、固定された発生源からの低周波音によると忠われる苦情に対応するためのも

のである.したがって、 交通機関等の移動発生源とそれに伴い発生する現保及び発敏燥発

等の衝撃性の発生源から発生する低周波音には適用しない。

本事照値は、低周波音によると思われる苦情に対処するためのものであり.対策目標値、

環境アセスメントの環境保全目標値、作業環境のガイドラインなどとして策定したもの

ではなし、対策に当たっては技術的可能性等総合的な検討が必要である.



4‐3） 低周波音調査地点


事前調査地点（○）


　Ｔ1,Ｍ2,Ｈ1,Ｎ1　（4地点）


事後調査地点（●）


　Ｔ1,Ｍ2,Ｈ1,Ｎ1,H2,A1 

　（6地点）


○


○


○


○




4‐4） ① 事前調査結果（G特性）


・強風時には最大で99ｄＢ

・心身に係る苦情に関する参照値：92dB 

Ｇ特性音圧レベル（10min)：最小～最大 


調査地点 
(風車までの 

距離) 

風車設置前の調査結果 
(平成17年) 

通常時 強風時 

Ｔ1 
(350m) 53dB～71dB 59dB～75dB 

Ｈ1 
(400m) 59dB～88dB 65dB～97dB 

Ｍ2 
(470m) 54dB～70dB 62dB～77dB 

Ｎ1 
(680m) 53dB～79dB 64dB～99dB 



4‐4） ② 事前調査結果（1/3オクターブバンドレベル）

1/3オクターブバンドレベル（G特性最大時） 




4‐5） ① 事後調査結果（G特性）


・最大値は88dB 
・心身に係る苦情に関する参照値：92dB 

調査地点 
(風車までの距離) 調査結果 

Ｈ２(250m) 62dB～83dB(1日目) 
58dB～74dB(2日目) 

Ｔ１(350m) 
63dB～77dB(1日目) 
62dB～75dB(2日目) 
61dB～74dB(3日目) 

Ｈ１(400m) 64dB～88dB(1日目) 
58dB～74dB(2日目) 

Ｍ２(470m) 
59dB～75dB(1日目) 
63dB～76dB(2日目) 
60dB～73dB(3日目) 

Ａ１(680m) 57dB ～ 70dB 

Ｎ１(680m) 54dB ～ 68dB 

Ｇ特性音圧レベル（10min)：最小～最大 




4‐5） ② 事後調査結果（1/3オクターブバンドレベル）


1/3オクターブバンドレベル

（G特性最大時） 




4‐6） ① 事前、事後の比較（G特性） 


・風車の稼動に伴うＧ特性音圧レベルの上昇は確認できない。

・心身に係る苦情に関する参照値：92dB


調査地点 
(風車まで 
　の距離) 

事後調査結果 

風車設置前の調査結果 
(平成17年) 

通常時 強風時 

Ｔ１ 
（350ｍ） 

63dB～77dB(1日目) 
62dB～75dB(2日目) 
61dB～74dB(3日目) 

53dB～71dB 59dB～75dB 

Ｈ１ 
（400ｍ） 

64dB～88dB(1日目) 
58dB～74dB(2日目) 59dB～88dB 65dB～97dB 

Ｍ２ 
(470ｍ) 

59dB～75dB(1日目) 
63dB～76dB(2日目) 
60dB～73dB(3日目) 

54dB～70dB 62dB～77dB 

Ｎ１ 
（680ｍ） 

54dB ～ 68dB 53dB～79dB 64dB～99dB 

Ｇ特性音圧レベル（10min)：最小～最大 




4‐6） ② 事前、事後の比較（1/3オクターブバンドレベル）

1/3オクターブバンドレベル（G特性最大時） 


風車までの距離

400ｍ


風車までの距離

350ｍ




4‐6） ③ 事前、事後の比較（1/3オクターブバンドレベル）

1/3オクターブバンドレベル（G特性最大時） 


風車までの距離

680ｍ


風車までの距離

470ｍ




4‐7) ① 既存データとの比較（G特性）


事後調査結果


出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成12年10月　環境庁） 




4‐7) ② 既存データとの比較（1/3オクターブバンドレベル）

1/3オクターブバンドレベル（G特性最大時） 


参考値(自動車車内)の出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成12年10月　環境庁） 


風車までの距離

350ｍ


風車までの距離

400ｍ




4‐7) ③ 既存データとの比較（1/3オクターブバンドレベル）

1/3オクターブバンドレベル（G特性最大時） 


参考値(自動車車内)の出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成12年10月　環境庁） 


風車までの距離

470ｍ


風車までの距離

680ｍ




4‐8)  低周波音測定結果について


•  風車設置前、設置後に低周波調査を実施し、調査結果を
比較した。


•  設置前、設置後における低周波音の違いは今回の測定
結果からは確認できなかった。


•  測定結果は住宅系地域における低周波音の大きさの例
の範囲にあった。


　　（低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成12年10月　環境庁） ）


•  今後も測定を定期的に行うことにより、風車低周波音の確
認と環境への影響の知見を深めていきたい。




5．電磁波調査


1) 電磁波における基準


2) 電磁波の既存測定データ


3) 電磁波測定結果


4) 風車からの距離と電磁波


5) 電磁波と風速の時間的変化

６）電磁波測定結果について




5‐1）　電磁波における基準


•  ＷＨＯ（世界保健機構）から下記の基準が発表


環境保健基準第35巻
(1984年)  

10kV/m以下の電界では、立ち入りを制
限する必要はない。  

環境保健基準第69巻
(1987年)  

50G以下の磁界では、有害な生物学的影
響は認められない。 

5G以下の磁界では、いかなる生物学的
影響も認められない。  

•  50G＝5000μT 

•  　5G＝　500μT 



5-2） 電磁波の既存測定データ　


磁界　家の周り　0.01～0.2μＴ


電界　野外　　　　１Ｖ／ｍ以下


ＮＲＰＢ　英国放射線防護局資料より 




電磁波測定結果（磁界）


5-3）


電磁波測定結果
（磁界）


0.0119～0.0880μT




電磁波測定結果（電界）


5-3）②

電磁波測定結果
（電界）
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風車から5km以上離れた場所でも測定したが同程度の測定値であった。


5-3） ③ 電磁波測定結果（磁界）
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風車から5km以上離れた場所でも測定したが同程度の測定値であった。


5-3) ④ 電磁波測定結果（電界）
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5‐4） 風車からの距離と電磁波


直孟夏日。
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5‐5） 電磁波と風速の時間的変化
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5‐6）　電磁波測定結果について


対象地区における電磁波測定値は風車からの距離に依存しない。


対象地区における電磁波測定値は時間的変動はきわめて小さい。


市内参考地点（風車の影響がない、十分離れた点）における電磁波測定値は

　対象地区、における電磁波測定値とほぼ同じ値であった。


全ての測定値は一般場（英国放射線防護局発表資料による）の家の周りや

野外の値の範囲であった。


対象地区、における電磁波測定値および市内参考地点における電磁波測定値は

　ＷＨＯの定める環境保健基準（電界で10ｋＶ／ｍ以下、磁界で5Ｇ＝500μＴ以下）と
比較してもはるかに低い値であった。 



